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今
こ

年
とし

9月
がつ

末
まつ

に、東
とう

京
きょう

でひらかれた「第
だい

3回
かい

アフリカ開
かい

発
はつ

会
かい

議
ぎ

」という

大
おお

きな国
こく

際
さい

会
かい

議
ぎ

をきっかけに、ユニセフハウスでは、「今
いま

、アフリカで起
お

きていること」という展
てん

示
じ

がおこなわれています。今
こん

回
かい

は、そこで展
てん

示
じ

さ

れている写
しゃ

真
しん

を中
ちゅう

心
しん

に、今
いま

のアフリカの子
こ

どもたちのようすを伝
つた

える、い

ろいろな写
しゃ

真
しん

をご紹
しょう

介
かい

します。この号
ごう

でもアフリカの話
わ

題
だい

を取
と

り上
あ

げて

いますが、写
しゃ

真
しん

ではどんなことが見
み

えてくるでしょう？

戦争
せんそう

からにげてきた避
ひ

難
なん

民
みん

が集
あつ

まるキャンプ

で暮
く

らす子
こ

どもたち。12年
ねん

も政
せい

府
ふ

がないま

まのソマリアでは、各
かく

地
ち

で氏
し

族
ぞく

と呼
よ

ばれる勢
せい

力
りょく

どうしの争
あらそ

いがつづいていて、国
くに

全
ぜん

体
たい

が

避
ひ

難
なん

民
みん

キャンプのようになっています。
©UNICEF/Somalia-8/Pirozzi

元
もと

子
こ

ども兵
へい

士
し

だった子
こ

どもたち。解放
かいほう

され、保
ほ

護
ご

キャンプに向
む

かいます。スー

ダンでは、北
ほく

部
ぶ

の政
せい

府
ふ

と南
なん

部
ぶ

の政
せい

府
ふ

に反対
はんたい

する勢
せい

力
りょく

が戦争
せんそう

をつづけ、多
おお

くの

子
こ

どもたちが兵
へい

士
し

として使
つか

われています。解放
かいほう

されても、親
おや

のもとや住
す

んでい

た村
むら

に帰
かえ

るのがむずかしい子
こ

どもも多
おお

いのです。保
ほ

護
ご

キャンプでは、平
へい

和
わ

な

生活
せいかつ

にもどるためのさまざまなプログラムをおこない、帰
かえ

るところのない子
こ

ど

もたちも教
きょう

育
いく

を受
う

けたり、社会
しゃかい

で暮
く

らしたりできるように手
て

助
だす

けしています。
©UNICEF/Sudan

マラリアを防
ふせ

ぐ蚊
か

帳
や

を広
ひろ

げる家
か

族
ぞく

。全
ぜん

世
せ

界
かい

でマラリアで亡
な

くなる人
ひと

は年
ねん

間
かん

100

～300万
まん

人
にん

。その90％はサハラ砂
さ

漠
ばく

よ

り南
みなみ

のアフリカの人
ひと

びとで、アフリカ

全体
ぜんたい

では、マラリアで30秒
びょう

にひとりの

子
こ

どもが亡
な

くなっています。マラリアの

ワクチンはまだ開
かい

発
はつ

されていません。病
びょう

気
き

のもとを運
はこ

ぶ蚊
か

に刺
さ

されないように、

蚊
か

帳
や

を使
つか

うことがもっともよい予
よ

防
ぼう

法
ほう

です。ユニセフは、安
やす

く手
て

に入
はい

り、手
て

入
い

れがかんたんな蚊
か

帳
や

を広
ひろ

めています。
©UNICEF Zambia

予
よ

防
ぼう

接
せっ

種
しゅ

用
よう

のポリオのワクチンを

運
はこ

ぶ予
よ

防
ぼう

接
せっ

種
しゅ

員
いん

。遠
とお

い村
むら

の子
こ

ど

もたちにもワクチンを届
とど

けるため、

アフリカ各国
かっこく

で、山
やま

や川
かわ

を越
こ

え、

多
おお

くの人
ひと

びとが協
きょう

力
りょく

しています。
©UNICEF Angola

ポリオのワクチン2滴
てき

が子
こ

どもの口
くち

に落
お

とされます。ポリオの予
よ

防
ぼう

接
せっ

種
しゅ

は注
ちゅう

射
しゃ

ではなく、口
くち

からワクチンを入
い

れてもらいます。戦
せん

争
そう

が長
なが

くつづくコンゴ民
みん

主
しゅ

共
きょう

和
わ

国
こく

でも、2000年
ねん

に、1,100万人
まんにん

の子
こ

どもを対
たい

象
しょう

に大
おお

きなポリオ予
よ

防
ぼう

接
せっ

種
しゅ

キャンペーンがおこなわれました。予
よ

防
ぼう

接
せっ

種
しゅ

員
いん

は、一軒一軒
いっけんいっけん

をまわって、予
よ

防
ぼう

接
せっ

種
しゅ

を受
う

けていない子
こ

どもがいないかどうかを確認
かくにん

しました。
©UNICEF/HQ00-0675/Radhika Chalasani

はしかの予
よ

防
ぼう

接
せっ

種
しゅ

を受
う

ける子
こ

ども。

2002年
ねん

6月
がつ

にケニアで行
おこな

われた

はしかの全
ぜん

国
こく

予
よ

防
ぼう

接
せっ

種
しゅ

デーでは、生
せい

後
ご

9カ月
げつ

から14歳
さい

までの子
こ

ども、お

よそ1,400万人
まんにん

が予
よ

防
ぼう

接
せっ

種
しゅ

を受
う

け

ました。はしかが流
りゅう

行
こう

しないよう

にするには、予
よ

防
ぼう

接
せっ

種
しゅ

の割合
わりあい

を

95％以
い

上
じょう

にまで高
たか

めなければなり

ません。
©UNICEF/HQ02-0245/Thierry Geenan

避
ひ

難
なん

民
みん

経験
けいけん

を

二人
ふたり

の

なに伝
つた

すこと
©UNIC

子
こ

ども国会
こっかい

で発言
はつげん

する子
こ

ども議
ぎ

員
いん

。

ブルキナファソの子
こ

ども国会
こっかい

には、

各
かく

地
ち

の地
ち

方
ほう

子
こ

ども議
ぎ

会
かい

の議
ぎ

員
いん

代
だい

表
ひょう

100人
にん

（男女
だんじょ

50人
にん

ずつ）が集
あつ

まります。ここで話
はな

し合
あ

われたこ

とは、国
くに

の政策
せいさく

を決
き

めるおとなた

ちに直
ちょく

接
せつ

伝
つた

えられています。
©UNICEF WCAR/Kent Page

※ユニセフハウスでのユニセフ展
てん

「今
いま

、アフリカで起
お

きていること」は2004年
ねん

1月
がつ

末
まつ

までひらかれています。その後
ご

、全
ぜん

国
こく

各
かく

地
ち

でひらかれる予
よ

定
てい

です。
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戦争
せんそう

がつづくなか、地
じ

雷
らい

で足
あし

を失
うしな

った子
こ

どもたち。
©日
に
本
ほん
ユニセフ協

きょう
会
かい

/Shindo

発
はつ

弾
だん

や地
じ

雷
らい

について教
おし

えてもらう子
こ

どもたち。アフリカには、戦争
せんそう

ために地
じ

雷
らい

や不
ふ

発
はつ

弾
だん

がたくさん残
のこ

っていて、多
おお

くの子
こ

どもたちが被
ひ

い

にあっています。地
じ

雷
らい

を見
み

たときにどうしたらいいかを小
ちい

さいとき

らしっかり知
し

っておくことが大切
たいせつ

です。
ICEF Angola

モスマ地
ち

域
いき

のユースセンターの開
かい

所
しょ

式
しき

で、おしばいをしてHIV/エイズの

知
ち

識
しき

を広
ひろ

める若者
わかもの

たち。娘
むすめ

をエイズで亡
な

くして泣
な

きさけぶ母親
ははおや

を演
えん

じ

るのは17歳
さい

の少
しょう

女
じょ

。ユニセフは、若
わか

者
もの

自
じ

身
しん

がHIV/エイズを防
ふせ

ぐ知
ち

識
しき

を

学
まな

んだり、伝
つた

え合
あ

ったりする活動
かつどう

を応援
おうえん

しています。
©UNICEF/HQ00-0316/Roger Lemoyne

女性
じょせい

ボランティアのカウンセリ

ングを受
う

けるお母
かあ

さんと娘
むすめ

。41

歳
さい

のお母
かあ

さんはすでにエイズを

発
はつ

病
びょう

して、はたらくことがで

きません。かたわらで13歳
さい

の

娘
むすめ

がメモを取
と

りながら話
はなし

を聞
き

いています。この女
おんな

の子
こ

は、

学校
がっこう

の費
ひ

用
よう

が払
はら

えないために、

学校
がっこう

には通
かよ

っていません。
©UNICEF/HQ02-0315/Giacomo

Pirozzi

洪水
こうずい

のために避
ひ

難
なん

してきた4万人
まんにん

が

暮
く

らすキャンプの中
なか

の水
みず

場
ば

に集
あつ

まる

女性
じょせい

や子
こ

どもたち。こうしたキャンプ

では、子
こ

どもを病
びょう

気
き

や死
し

から守
まも

るた

めに、安全
あんぜん

な水
みず

がもっとも大切
たいせつ

です。
©UNICEF/HQ0-0157/Giacomo Pirozzi

干
かん

ばつ（雨
あめ

がふらず大
だい

地
ち

がかわききってしまい、作物
さくもつ

もつくれなくなってしまうこと）のため

にあれはてたとうもろこし畑
ばたけ

にたたずむ男
おとこ

の子
こ

。アフリカ南
なん

部
ぶ

の国
くに

ぐにでは、干
かん

ばつが広
ひろ

がっ

て食
しょく

糧
りょう

が不
ふ

足
そく

しています。また、HIV/エイズが広
ひろ

がって、はたらきざかりの人
ひと

がたくさん亡
な

く

なっているために、被
ひ

害
がい

から立
た

ち直
なお

ることがむずかしくなっています。
©UNICEF/HQ02-0297/Giacomo Pirozzi

再開
さいかい

された小
しょう

学
がっ

校
こう

で学
まな

ぶ子
こ

どもたち。内戦
ないせん

によって多
おお

く

の学校
がっこう

がこわされてしまいましたが、親
おや

やコミュニティが

お金
かね

を出
だ

し合
あ

い、小
しょう

学
がっ

校
こう

をつくって、学校
がっこう

をもういちど

はじめようという努
ど

力
りょく

をつづけています。
©UNICEF/HQ00-0478/Radhica Chalasani

男
おとこ

の子
こ

と女
おんな

の子
こ

の間
あいだ

の不
ふ

平
びょう

等
どう

が大
おお

きいところでは、女
おんな

の

子
こ

を学校
がっこう

に通
かよ

わせるための苦
く

労
ろう

も大
おお

きいものです。しか

し、いったん女
おんな

の子
こ

が学校
がっこう

に行
い

けるようになると、その

ことが地
ち

域
いき

や社会
しゃかい

に大
おお

きな変
へん

化
か

をもたらします。
©日
に
本
ほん
ユニセフ協

きょう
会
かい

/Mizuguchi

みん

キャンプにある学校
がっこう

で、戦争
せんそう

のときの

話
はな

し合
あ

う子
こ

どもたち。棒
ぼう

を銃
じゅう

に見
み

たてて、

少
しょう

年
ねん

が撃
う

ち合
あ

いをしていたようすをみん
た

えています。つらい思
おも

い出
で

を心
こころ

の外
そと

に出
だ

が、心
こころ

の傷
きず

をなおすことにつながります。
F/HQ01-0140/Roger Lemoyne

ラジオ番組
ばんぐみ

を通
つう

じて、HIV/エイズの予
よ

防
ぼう

についての話
はなし

をする中
ちゅう

学
がく

生
せい

。たく

さんの問題
もんだい

をかかえるアフリカ各国
かっこく

では、問題
もんだい

の解決
かいけつ

や知
ち

識
しき

を広
ひろ

める活動
かつどう

に子
こ

どもや若
わか

者
もの

自
じ

身
しん

が積
せっ

極
きょく

的
てき

に参
さん

加
か

している例
れい

がどんどん増
ふ

えています。
©UNICEF/HQ01-0198/Giacomo Pirozzi

2002年
ねん

に起
お

こったクーデターから、まだ政
せい

治
じ

や社
しゃ

会
かい

が安
あん

定
てい

していない

コートジボワールでは、100万
まん

人
にん

の子
こ

どもたちが学
がっ

校
こう

に行
い

けなくなって

しまいました。今
いま

、その子
こ

どもたちを危
き

険
けん

から守
まも

り、学
がっ

校
こう

にもどれるよ

うにするための活
かつ

動
どう

がつづけられています。
©UNICEF WCAR/Kent Page




